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概要(ABSTRACT)
PLA - 89 -16のビームラインを修正したので報告する。修正の

要点は、

１.全長を大幅に短くして、1.66 mとした。
２.理由は、空間電荷効果により、予想以上にパンチが早く発散するため
である。
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RFQとDTLの間のビームライン試案の修正
910515加藤隆夫

PLA - 89 -16のビームラインを修正したので報告する。修正の要点は、

1.全長を大幅に短くして、1.66 mとした。
2.理由は、空間電荷効果により、予想以上にパンチが早く発散するためである。

修正したビームラインを図ｌに示す。全長は1.66 mである。途中0.9 mの位置に
パンチャーを設置する。RFQの直後に2台のRF deflecting cavityを置く。これらの空洞
に必要な高周波電力は夫々11 kWであり、パルス幅約130nsecの立ち上がりと立ち下
がりの速いパルス運転を行なう。キックきれたビームとそうでないビームの位相平面
上での様子を図２に示す。
図３に、空間電荷効果(20 mA)を考慮する時（図3-a)と考慮しない時（図3-b

のパンチャー直前に於ける縦方向のエミッタンスを示す◎
図４に、パンチャー電圧130 kVをかけた場合の、ＤⅡ入射直前の縦方向のエミッ

タンスを示す。
図５にDⅡ入射地点における横方向のマッチングの様子を示す。
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RFQビーム
９０% emittance  x 0・１0 y o．１１冗cm.mtad

9０% emittance  x 0､12 y  0.11冗cm.mtad
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図２        RFDによる軌道のズレ。Q-mag No. 10の直前の位置。
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図３ -a空間電荷を考慮した時のパンチャー地点の縦方向エミッタンス。
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図３ -b空間電荷を考慮しない時のパンチャー地点の縦方向エミッタンス。
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図４ DⅡ入射点の縦方向エミッタンス。
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RFQ beamとDTL acceptanceのマッチング。図５
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RFQ DTLの収束の極‘性について

理由は、(alpha <0)とする。 ここにチョッパーをRFQ exitではｘがdefocusing (alpha <0)とする。理由は、ここにチヨッパーを
入れた時、ビームがｘ方向にうまく分離する為である（図２参照）。この為のキック
はｘ方向へ与える。
ここでいうfocusing Fの意味は、ビームの運動が収束方向であると言う意味である。
H-ビームは符号が負を考慮して、磁石の極性を決める事。


